
向
井
俊
彦
教
授
　
略
歴
　
主
要
著
書
・
論
文
目
録

略
　
　
　
歴

一
九
四
三
年
十
二
月
二
七
日

大
阪
市
に
生
ま
れ
る

学
　
　
　
歴

一
九
六
七
年
三
月
　
　

京
都
大
学
文
学
部
卒
業

一
九
六
七
年
四
月
　
　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
〇
年
三
月
　
　

同
　
修
了

一
九
七
〇
年
四
月
　
　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学

一
九
七
六
年
三
月
　
　

同
　
単
位
取
得
退
学

一
九
七
六
年
四
月
　
　

立
命
館
大
学
経
済
学
部
助
教
授

一
九
九
〇
年
四
月

同
　
教
授

一
九
九
三
年
九
月

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
四
年
四
月

立
命
館
大
学
理
工
学
部
教
授

一
九
九
八
年
四
月

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授

こ
の
間
、
学
内
外
に
お
い
て
、
教
育
科
学
研
究
所
長
、
総
合
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
京
滋
地
区
私
立
大
学
教
職
員
組
合
連
合
書
記
長
、

日
本
科
学
者
会
議
京
都
支
部
事
務
局
長
、
関
西
唯
物
論
研
究
会
事
務
局
長
、
同
副
委
員
長
等
を
歴
任

二
〇
〇
六
年
五
月
十
四
日

逝
去

五

向
井
俊
彦
教
授
　
略
歴
　
主
要
著
書
・
論
文
目
録



主
要
著
書
・
論
文
目
録

Ⅰ
　
著
書
（
単
著
）

『
唯
物
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
』
文
理
閣
、
一
九
七
九
年

Ⅱ
　
著
書
（
共
著
）

『
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
学
入
門
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年

『
ヘ
ー
ゲ
ル
大
論
理
学
概
念
論
の
研
究
』
大
月
書
店
、
一
九
九
一
年

Ⅲ
　
論
文
（『
唯
物
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
』
に
収
録
の
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
九
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
を
除
く
）

「「
実
践
的
唯
物
論
」
が
唯
物
論
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
形
態
か
│
芝
田
進
午
氏
「
実
践
的
唯
物
論
の
体
系
」
の
批
判
的
検
討
」『
唯
物
論
研
究
』
第
２
号
、
一
九
八
〇
年

「
唯
物
論
と
実
践
概
念
」

『
現
代
と
唯
物
論
』

第
７
号
、

一
九
八
二
年

「
鈴
木
茂
先
生
の
学
問
に
つ
い
て
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
１
号
、

一
九
八
八
年

「
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
に
つ
い
て
の
批
判
的
検
討
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
２
号
、

一
九
八
八
年

「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
』
を
め
ぐ
っ
て
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
３
号
、

一
九
八
九
年

「
現
代
資
本
主
義
分
析
と
史
的
唯
物
論
の
基
礎
カ
テ
ゴ
リ
ー
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
６
号
、

一
九
九
〇
年

「
今
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
課
題
を
考
え
る
」

『
思
想
と
現
代
』

第
28
号
、

一
九
九
二
年

「
教
養
・
人
間
形
成
の
意
味
と
は
何
か
」

『
立
命
館
教
育
科
学
研
究
』

第
２
号
、

一
九
九
二
年

「
認
識
主
体
と
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
も
の:

カ
ン
ト
と
ピ
ア
ジ
ェ
ほ
か
」

『
立
命
館
教
育
科
学
研
究
』

第
３
号
、

一
九
九
三
年

「
今
、
唯
物
史
観
の
課
題
を
考
え
る
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
11
号
、

一
九
九
三
年

「「
大
学
の
理
念
」
を
め
ぐ
っ
て
」

『
立
命
館
教
育
科
学
研
究
』

第
６
号
、

一
九
九
五
年

「
生
涯
学
習
と
高
等
教
育
」

『
立
命
館
教
育
科
学
研
究
』

第
８
号
、

一
九
九
六
年

「
日
本
的
思
想
研
究
は
普
遍
性
を
も
ち
う
る
か
」

『
唯
物
論
と
現
代
』

第
17
号
、

一
九
九
六
年

「
こ
れ
か
ら
の
唯
物
論
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
│
鈴
木
茂
先
生
の
没
後
十
年
を
記
念
し
て
」『
唯
物
論
と
現
代
』

第
21
号
、

一
九
九
八
年

六



「
今
、
私
学
の
一
般
教
育
改
革
を
考
え
る
」

『
大
学
教
育
学
会
誌
』

第
23
巻
第
１
号
、
二
〇
〇
一
年

Ⅳ
　
そ
の
他

「
解
題
」

『
鈴
木
茂
論
文
集
１
　
理
性
と
人
間
』

文
理
閣
、

一
九
八
九
年

「
立
命
館
大
学
外
国
語
教
育
Ｆ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
編『
国
際
化
時
代
の
外
国
語
の
学
び
方
』
に
つ
い
て
」『
立
命
館
教
育
科
学
研
究
』
第
10
号
、

一
九
九
七
年

「
コ
メ
ン
ト
「
学
生
の
個
性
と
大
学
教
育
」
の
観
点
か
ら
」

『
京
都
大
学
高
等
教
育
研
究
』

第
３
号
、

一
九
九
七
年

「
歴
史
認
識
の
現
在
」（
川
北
稔
氏
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
）

『
唯
物
論
研
究
年
誌
』

第
６
号
、

二
〇
〇
一
年

「
若
い
人
に
着
目
し
よ
う
」

『
日
本
の
科
学
者
』

第
40
巻
第
10
号
、
二
〇
〇
五
年

七

向
井
俊
彦
教
授
　
略
歴
　
主
要
著
書
・
論
文
目
録




